




道徳教育地区別研究協議会 二本松市立石井小学校 

～つながれ ひろがれ 石井のわ～ 
 二本松市立石井小学校は、昨年度より県北地区の推進校として、「家庭・地域とつくる

道徳教育」を軸に、「自ら動き出す子ども」「つながる子ども」の姿を求めて、実践を積み

重ねてきました。１２月１日には、小・中・高・特別支援学校の教員 105 名が参集し、家

庭や地域と共に推進する道徳教育の力強さついて、道徳科、学級活動（１）（２）、総合、

生活単元学習の授業の中の子どもの姿を基に考えることができました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

〔第４学年 道徳科 

「家族の一員として」 

   自己の振り返りを友達の母親に見せる姿〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題 「不登校児童生徒の学習機会確保に 

向けた取組について」 

講師：福島市立信陵中学校 山田光裕 先生 

〔自分の顔を描きました〕 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１２４号（５）                    県 北 の 教 育                    令和４年２月１日 

キラリ学力向上推進校  

本宮市立本宮小学校 
～子どもも教師も学び合う～ 

 本宮市立本宮小学校の研究推進は２
年目を迎えました。 
（研究主題：「主体的・対話的に学ぶ児童の姿を目指して」） 

１１月１５日の授業研究会では、これ
まで積み重ねてきた授業実践をもとに、
算数科、理科の授業が公開されました。 
児童同士が積極的に関わり合いなが

ら考えを出し合い、お互いが納得するま
で熱心に話合いを行うなど、自己の考え
を深め、広げていく姿が見られました。 
授業の終末では、振り返りの時間を十

分に確保し、視点をもとに自己の学びの
過程を振り返る姿が見られました。 
また、教師集団が学び合う姿勢 

も感じられました。「子どもたちの 
ため…」という思いを全員がもち、 
熱心に話し合う姿に「学びの変革」 
が進んでいることを感じました。 
 
 
 
 
 
 

家庭教育支援者地区別研修  ～親は子どもの鏡です!～ 
ネット社会において、子どもたちが様々なトラブルに巻き込まれる危険性が問題となっています。 

本研修では、県北地区家庭教育テーマ「メディア（SNS）コントロールの在り方について」に関する講演や演習を

通してネット社会の現状を理解し、子育て世代に向けた具体的なアドバイスの仕方を学びました。 

また、iPad を使用してのフィルタリング設定の体験を通して、保護者が責任をもって子どものスマホを管理するこ

との重要性を体感しました。家庭内でのルール作りの必要性について改めて考える貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校が連携した外国語指導   ～伝えたい思いを英語で～ 
小中英語パートナーシップ事業は、本宮市立本宮第一中学校区で今年度から３年計画で推進していきます。 

初年度の今年度は、１２月８日に本宮第一中学校・本宮まゆみ小学校で授業公開を行いました。オンラインでの実施でし

たが、域内外から７１名の参加があり、先生方の外国語科・外国語活動への関心の高さを感じました。子ども自身が、相手

に気持ちや考えを伝えたいと思い、積極的に英語を使っていくということがまずは大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ・不登校 
～自己肯定感を高める～ 
１２月９日に、令和３年度不登校・いじめ等対策

推進事業「域別シンポジウム」を開催しました。 

 

 

 

 

県北域内の不登校は、増加傾向が続いていま

す。講義の中で山田先生から、不登校児童生徒へ

の対応や学習機会の確保、教育相談体制の強化

や組織的対応の確立について、多くの示唆を得

ることができました。感想の一部を紹介します。 

○ 自分で学習内容や学習環境を選べるのがよい。 
○ 生徒の居場所づくりが大切だと改めて感じた。 
○ 自分の学校にも不登校児童がいる。早速、真似し
たいと思うことがあった。まず、「信頼関係」をつく
る。次に「希望」を与える。最後に「粘り強い心へつ
なげていく」。この３段階の支援である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ スマホの契約者は保護者であり、ルール作りは保護者の責任です。大人にもスマホを
使う際のルールが必要です！ 

○ スマホ使用時の注意点及び危険から子どもを守るための術を知るとともに、スマホを
介さない子どもとのコミュニケーションの図り方の工夫をしましょう！ 

 

 

参加型の授業は、見る
だけでは感じ取れない考
え、気持ちを知るよい機
会でした。色々考えてい
るうちに、今までの思い
出がよみがえり、少し泣
きそうになりました。保
護者参加型の学習は、子
どもにとっても親にとっ
ても、とても意味がある
と感じました。 

 ぼくは道徳で、お母さ
んの手紙を読んで感動し
ました。お母さんとお父
さんがぼくのことをそこ
まで思っていてくれたこ
とに泣きそうになりまし
た。家に帰ったらすぐに
「ありがとう。お母さん
とお父さんのお陰でこん
なに大きくなったよ。」
と言いました。 

「学校だけで、子どもの道徳性を育てることができるのか。」この言葉が、
研究の出発点でした。子どもが生活する家庭や地域と、目には見えない
けれど、だんだん繋がり、広がっていく温かさを確かに感じました。 

【義務教育課指導主事からの指導助言】 
・ 「言語活動」と「理解や練習するための指導」を区別
し、バランスよく指導する。 
・ 目的・場面・状況を明確にし、子どもたちに学ぶ必要
感を持たせる。 
・ 小・中学校の教師同士がそれぞれどの 
ような授業を行っているか知る。 

【研修者の声】 
・ 子どもたちが学習したことを生かして、思いを伝
える言語活動が設定されていて参考になった。 
・ イギリスの中学生と英語で会話することで、気
持ちや考えが通じ合うと生徒たちがどんどん笑
顔になっていく様子が印象的だった。 

初任者研修 
～思いをつないだ初任者組の学級会～ 
本年度、小学校３３名、中学校６名、養護教諭

１名の初任者を対象に、地区別研修等を実施し

ました。６月の授業研修①では、学級活動（１）の

演習を行い、「絆が深まりみんなが頑張れるマー

クをつくろう」を議題に、話し合いました。 

〔感想より〕 
○ 少数派の意見が飛び交うような雰囲気づく

りが大切だと思っ
た。 
○ 完成したマークを
手に取り、嬉しくな
りました。悩みを話
せる仲間も、たくさ
んできました。協力
して頑張ります。                    

 
 
 

 

 

 第１２４号（６）                   県 北 の 教 育                   令和４年２月１日 

ＧＩＧＡスクール元年 ～個別最適な学習～ 

【未来の教室】（伊達市立伊達東小学校、桃陵中学校） 

まずは使ってみて，うまくいかないときは止めてもいいとい
う共通理解でスタートしました。教員も子どもたちと一緒に新
たな挑戦が始まりました。「GIGA スクール元年」。１人１台端
末の有効活用について全教職員で探っています。 
 
【情報モラル教育】（国見町立国見小学校、県北中学校） 
 国見小学校では、SNS との関わり方やタイムマネジメントに
ついて、学級活動（２）を通して考えることができました。 
 県北中学校では、SNS のリスクマネジメントに 
ついて、カードを用いた学年授業や、学校全体で 

のいじめ熟議を通して考えることができました。 
 
 
 
 

 

 

 

１７字のふれあい事業 ～ふくしまの 想いを繋ぐ １７字～  
 【 絆 部 門 】     佳    作    ママの手は わたしをいやす まほうの手    (小２) 

                                 娘の手 温もりくれる 充電器             （母） 
佳    作    一番の パワースポット 我が家です       （中２）               

星五つ 娘の評価に 母ハッピー          （母） 
【ふるさと部門】     最優秀賞    富岡で 一緒にすごす 夢かなう          （小４） 

桜咲き 家族が集う 避難元             （祖父） 
最優秀賞    秋祭り みんなで輪になり オラドッコイ     （小６） 

    安達太良の 秋空に舞う 囃子の音        （母）音 

最優秀賞  秋祭り みんなで輪になり オラドッ 

安達太良の 秋空に舞う 囃子の音 

 

 

絆部門 ３，７３６点 ふるさと部門 １，８１３点 合計５，５４９点。本事業開始以来最高数
の応募がありました。「家族で作ることが多くなった料理」「福島のおいしい野菜や果物」
「コロナ禍で祖父母に会えない寂しさ・リモートで会える嬉しさ」「オリンピックの感動、福
島で行われた野球・ソフトボール」「大きくなった自分の確認、子どもの成長」「震災から
１０年、浜通りのふるさとに寄せる想い」などをテーマにした作品が多く見られました。 

 


